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証券コード　3205

第100期報告書
2022年4月1日から2023年3月31日まで

皆様へ

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

単 元 株 式 数
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所
（郵便物送付先）

（ 電 話 照 会 先 ）

（インターネットホームページURL）
（よくあるご質問（FAQ））
公 告 方 法

上場証券取引所

経理財務部
〒101-8619
東京都千代田区外神田三丁目１番16号
TEL.03-3257-5022　FAX.03-3257-5051

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
定時株主総会　毎年3月31日
期末配当　　　毎年3月31日
中間配当　　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日
100株
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　　0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間　9：00～17：00（土日休日を除く）
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/
https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain=personal
当社ホームページに掲載する
https://www.daidoh-limited.com/
ただし、事故その他のやむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に掲載する方法により行う
東京証券取引所スタンダード市場
名古屋証券取引所プレミア市場

■ 株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会
証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社で
はお手続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。
証券会社の口座をご利用でない株主様は、上記電話照会先までご連
絡ください。なお、お手続き方法やよくあるご質問は、上記「よくある
ご質問（FAQ）」サイトでご確認いただけます。

■ 特別口座について
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用され
ていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信
託銀行株式会社に口座（特別口座といいます）を開設しております。
特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、上記の電
話照会先にお願いいたします。

株主メモ



株主の皆様におかれましては、平素より格別のご

高配を賜り厚く御礼申し上げます。

2023年3月期は各事業の効率化に取り組み、

経済活動の回復とともに営業損失および経常損失

は前期に比べて減少させることができ、保有する固

定資産を売却したこともあり親会社株主に帰属する

当期純利益を計上いたしました。

当社グループは「お客様第一」「品質本位」の

経営理念のもと、中長期の視点で利益を生み出せ

る企業グループへの進化に取り組んでおります。事

業環境は依然として先行き不透明な状況ではありま

すが、グループ一丸となって改革と改善を実行し、

一層の業績の改善に向けて尽力してまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬ

ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　当連結会計年度におけるわが国経済は、感染防止と経済

活動の両立により徐々に回復の動きが見られましたが、原料

価格の高騰、不安定な国際情勢に伴う資源価格の上昇や

円安の影響などもあり、先行き不透明な状況が続きました。

　衣料品業界におきましては、新型コロナウィルス感染症の

影響は依然として残りましたが、国内においては期間を通して

行動制限や外出自粛に繋がる規制が実施されなかったこと

で、徐々に需要の回復が見られました。

　衣料事業では、中国では上海市内の店舗を中心に都市

封鎖の影響などで通常営業ができない期間がありましたが、

国内の小売部門では来店客数の回復が見られ、売上高が

前期比で増加いたしました。製造部門は、取引先企業からの

受注に回復が見られ、売上高は前期比で増加いたしました。

　不動産賃貸事業では、小田原の商業施設「ダイナシティ」

は、一部施設のリニューアルを実施して新たな業態のテナン

トも誘致し、来館客数の増加に伴い店頭売上高が増加し

て、売上高は前期比で増加いたしました。

　オフィスビルは、外部テナントへの賃貸面積を増やすなどの

効率化を進め、保有資産の組み換えを行うことを目的として

老朽化が進んでいた本社ビルの売却を実施いたしました。

　以上の結果、当連結会計年度の業績につきましては、売

上高は28,218百万円（前期比14.7％増）、経常損失は

378百万円（前期は経常損失1,615百万円）、固定資産売

却益などの特別利益10,141百万円を計上し、減損損失な

どの特別損失357百万円を計上した結果、親会社株主に帰

属する当期純利益は6,757百万円（前期は親会社株主に

帰属する当期純損失3,544百万円）となりました。

　業績の回復に向けた主な取り組みとして、小売事業新生・

海外事業拡大・不動産賃貸事業効率化に注力しております。

　衣料事業の国内小売部門は、輸送コストの増加や円安な

どの外的要因により商品の仕入コストが上昇しておりますが、

「ニューヨーカー」と「ブルックス ブラザーズ」を事業の柱とし

て、より良い品質の商品およびサービスを提供し、仕入の適

正化による在庫効率の改善、値引販売の抑制や商品の廃

棄処分点数の削減などに取り組み、新たなデジタル技術の

導入と活用も行いながら利益の確保を目指しております。

　「ニューヨーカー」は、ブランド価値の向上に努め、ライフスタ

イルの変化にともなって多様化する志向への対応と新たな顧

客の獲得のため、得意分野であるビジネスウェアを中心に商品

を強化してまいります。「ブルックス ブラザーズ」は、日本の市

場特性に合わせた独自企画商品や他ブランドとのコラボレー

ション商品も展開し、顧客基盤の拡大を目指しております。

　また、中国をはじめとするアジア地域を売上拡大の余地が

ある市場ととらえ、小売事業の拡大やOEM商品の供給拡大

に取り組んでまいります。

　イタリアでファッションウェアとスポーツウェア向けの素材を

製造するポンテトルトは、環境に配慮した素材への需要の高

まりにともない、同社が開発したリサイクル素材や生分解素

材は高い評価を得ております。独自の技術を活かした機能性

の向上に加え、環境に配慮した素材の開発により、既存顧客

からの受注増加を目指すとともに新たな取引先の開拓も進め

てまいります。

　不動産賃貸事業は、小田原の商業施設「ダイナシティ」で

は、新たな業態として家電量販店が昨年オープンし、核テナン

トの1つであるイトーヨーカドーは2023年4月にリニューアル

を行いました。今後も地域の皆様に喜んでいただけるテナント

を誘致し、地域との共生を意識しながら魅力のある施設づくり

を目指してまいります。オフィス賃貸では、老朽化が進んでい

た本社ビルを2023年3月に売却し、賃貸用不動産の資産の

組み換えを進めております。

　不動産賃貸事業では、今後も保有資産を有効に活用し、

事業の安定化を図ってまいります。
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代表取締役社長執行役員 鍋割　宰

当期の営業の概況

中長期的な取り組み

皆様へ

事業環境の変化に対応し、 中長期の視点で
　　　　　　　　利益を 生み出せる企業グループを目指してまいります。



これらの実績が評価され、株式会社繊研新

聞社が主催する2022年度百貨店バイヤー

ズ賞のメンズ・トータルブランド部門において

「ベストセラー賞」を受賞いたしました。バイ

ヤーズ賞においては、前年度の「カムバック

賞」に続き2年連続の受賞となりました。

ブルックス ブラザーズ
百貨店バイヤーズ賞で「ベストセラー賞」を受賞

　ブルックス ブラザーズでは、2021年秋冬シーズンよりクリエイティブ ディレクター、マイケ

ル・バスティアンによるコレクションがスタートし、カジュアルウェアを中心にモダンな新しい

ブルックス ブラザーズとして好評をいただいております。また、昨年の秋冬シーズンより発売

いたしました、日本の名門ファクトリーの仕立てによる、ブルックス ブラザーズ渾身のコレク

ション「1818シリーズ」は、お客様から高く支持され、好調な売れ行きとなっております。

創業年を
冠した

「1818シリーズ」

大切な一着を長くお使いいただくためのメンテナンス
のひとつとして、クリーニング職人による高い技術で
定評のある株式会社ジャパンと提携し、一着ずつ丁
寧に洗い上げ、風合いやシルエットを復元する「一客
オーダーメイドクリーニング」をご紹介。

体型やトレンドの変化によりクローゼットに保管したま
まになっているお気に入りのニューヨーカー製品を再
びお使いいただけるよう、ジャケットの袖丈、ボトムスの
ウエスト・裾丈の詰め・出しを無料でお直し。

着なくなった服を、捨てるのではなく限りある資源とし
て有効に活用し、循環させるために、不要になった衣
料品を回収。回収された衣料品は、リサイクル事業を
担う企業を通じて再生繊維や産業資源として活用さ
れます。

キャンペーン概要

　ダイドーリミテッドグループでは、「お客様第一」「品質本位」を経営理念

に、常により良い品質の商品・サービスを提供することにより、人々の暮ら

しがより豊かになるよう生活の「質」の向上に寄与し、持続可能な社会の

実現を目指しております。

　当社グループの主力ブランド「ニューヨーカー」では、地球環境への配慮

と当社製品をより長くご愛用いただきたいという思いを込めて、昨年秋に引き続き、この4月に、「NEWYORKERサステナ月間 

～未来のために私たちができること～」と題した3つの“つながる”キャンペーンをニューヨーカーショップにて実施いたしました。

より長くご愛用いただくために、
サステナブルなキャンペーンを実施

オーダーメイドクリーニング リサイズサービス リサイクル回収

マイケル・
バスティアン
による

コレクション

43

グループトピックス
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2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

売上高 23,596 17,299 24,609 28,218

営業利益 △ 750 △ 2,527 △ 1,771 △ 481

経常利益 △ 360 △ 2,204 △ 1,615 △ 378

親会社株主に帰属する当期純利益 △ 1,457 △ 4,513 △ 3,544 6,757

純資産 14,226 10,628 7,713 14,503

自己資本比率（％） 37.2 26.9 21.6 34.4

（単位 :百万円）
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業績・財務ハイライト（連結） 会社情報/株式関連情報
（特に記載のない限り2023年3月31日現在の状況です。）
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■ 主要な事業所

本 社 東京都千代田区
外神田三丁目１番16号

■ 従業員の状況

株式会社ダイドーリミテッド
企業集団の合計

35名
776名

■ 株式会社 ダイドーリミテッド
    DAIDOH LIMITED

創 業
設 立
資 本 金

1879年（明治12年）1月
1949年（昭和24年）10月17日
6,891,851,938円

（注） 取締役 西岡和行、成田健介の両氏は、社外取締役であります。
 監査役 武田昌邦、城戸真亜子の両氏は、社外監査役であります。

代表取締役社長執行役員

取締役上席執行役員

取締役執行役員

取締役執行役員

社外取締役

社外取締役

監査役（常勤）

監査役（弁護士）

監査役

鍋　割　　　宰

渡　部　克　男

白子田　圭　一

萩　原　秀　敏

西　岡　和　行

成　田　健　介

戸　澤　かない

武　田　昌　邦

城　戸　真亜子

■ 取締役および監査役（2023年6月29日現在）

会社概要

■ 主な借入先

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行
三井住友信託銀行株式会社
株式会社三井住友銀行
株 式 会 社 横 浜 銀 行

4,034百万円
2,700百万円
2,150百万円

400百万円

借入先 借入金残高

■ 発行可能株式総数

■ 発行済株式の総数（自己株式を含む）

■ 株主数

150,000,000株

35,696,897株

26,537名
（前期末 32,845名）

株式の状況

■ 大株主

株主名 所有株式数（百株）

41,571 

41,000
15,950
15,854
9,527
6,464
6,420
6,283

INTERTRUST TRUSTEES （CAYMAN） LIMITED SOLELY IN ITS 
CAPACITY AS TRUSTEE OF JAPAN-UP
株式会社オンワードホールディングス
株式会社ソトー
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
SMBC日興証券株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
三井住友信託銀行株式会社
株式会社みずほ銀行

（注） 当社所有の自己株式（4,764,832株）は、上記大株主からは除外しております。

■ 所有者別株主数分布 ■ 所有者別株式数分布


